
関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標

人人間間看看護護学学部部 人人間間看看護護学学科科

准准教教授授 古古川川 洋洋子子

研究分野：助産学、母子保健、児童福祉

■■概概要要

思春期児童の性に関する健康問題は、複雑多岐化する一方である。性教育は、学習指
導要領の改訂により教科内容に位置づけられ、各学校の裁量でおこなわれている。学校
のみならず、社会的養護施設で行う性教育は、福祉職員等の裁量で行われていることが
少なくはなく、いまだ明確に示されていない。社会的養護下にある児童への性教育から
包括的性教育、中でもプレコンセプションケア(妊娠前からのケア)教育を実施すること

は早急に必要となっている。子どもたちが安全に健康に過ごすための支援について研究
を進めている。

「『プレコンセプションケア』によって、女性やカップルがより健康になること、元気な
赤ちゃんを授かるチャンスを増やすこと、さらに女性や将来の家族がより健康な生活を
送れることを目指します。・・健康な生活習慣を身に付けること、それは単に健康を維
持するだけではなく、より素敵な人生を送ることにつながる」

国立成育医療センターHPより

「児童自立支援施設に併設された学校における性に関する健康教育プログラムの開発」
に関する研究（研究代表者 古川）では、児童自立支援施設に入所する児童に対し、施
設職員と助産師が共にプログラムを検討して行った。課題として、入所中の指導から退
所後の児童の健康支援につながる内容の見直しが示唆された。

社社会会的的養養護護ににああるる児児童童へへのの
包包括括的的性性教教育育にに関関すするる研研究究

「児童自立支援施設に併設された学校における性に関する健康
教育プログラムの開発」研究で用いたリーフレットの一部である
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関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標

人人間間看看護護学学部部 人人間間看看護護学学科科 講講師師 玉玉川川 ああゆゆみみ

研究分野：小児看護学、地域看護学、家族看護学

■■自自閉閉ススペペククトトララムム症症児児のの耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科診診療療
ににおおけけるる問問題題とと支支援援のの明明確確化化

耳鼻咽喉科診療でASD児が抱える問題と支援につ

いて，ASD児の耳鼻咽喉科診療に携わっている医療

関係者に面接調査を行いました．その結果，医療関

係者は，ASD児と親が耳鼻咽喉科診療に対するネガ

ティブな体験による心的負担を抱えていることを理

解する必要性があることが明らかになりました．そ

の上で，ASD児と親との関係性を積極的に築き，ASD

児が主体的に診療に臨めるよう支援する必要性が示

唆されました．

■■自自閉閉ススペペククトトララムム症症児児のの耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科診診療療
をを円円滑滑にに進進めめるるたためめののケケアアガガイイドドのの作作成成

文献検討や面接調査結果を踏まえて，「耳鼻咽喉

科受診が苦手な自閉スペクトラム症児の診療をス

ムーズに進めるためのケアガイド」を作成しました．

ケアガイドは，第Ⅰ部：子どもの障害特性の理解，

第Ⅱ部：子どもと親への基本的な関わり方，第Ⅲ

部：診療の進め方で構成しました．今後は，臨床現

場において医療関係者にケアガイドを実際に使用し

てもらい，臨床での適用可能性を評価していきます．

また，ケアガイドの活用の幅を広げていくために，

アプリ等のデジタルコンテンツの開発を目指してい

ます．

自自閉閉ススペペククトトララムム障障害害ををももつつ子子どどもも（（以以下下、、AASSDD児児））はは，，医医療療受受診診にに対対すするる困困難難ががああ
るる場場合合ががあありりまますす．．特特にに感感覚覚過過敏敏ががああるる場場合合，，感感覚覚器器のの診診療療をを行行うう耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科へへのの受受診診
でではは困困難難がが大大ききいいとと言言わわれれてていいまますす．．そそののたためめ，，AASSDD児児のの耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科診診療療ににおおけけるる問問題題
とと支支援援をを明明ららかかににしし，，診診療療をを円円滑滑にに進進めめるるたためめののケケアアガガイイドドのの開開発発をを目目指指ししてていいまますす．．

自自閉閉ススペペククトトララムム症症児児のの耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科診診療療をを円円滑滑にに
進進めめるるたためめののケケアアガガイイドドのの開開発発

耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科受受診診がが苦苦手手なな自自閉閉ススペペククトトララムム症症児児のの診診療療
ををススムムーーズズにに進進めめるるたためめののケケアアガガイイドドのの一一例例
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